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Abstract
Following the destruction of Takedajuku, a facility for child welfare established in Kashiwara
city,Osaka pref. in 1926, an investigation confirmed a large amount of historical material form this site.
Of special importance were photographs and other image data which recorded the situation of social
welfare services at this institution during the Second World War.
During the investigation and analysis, it was confirmed  that deterioration by molds and mirrorings
of the photographic material was the result of the storage environment and the handling of these
materials through the naked eye observation.
Clearly it must become a priority to develop an effective approach to preserve and archive to deal
with the needs of consider such a historical data and materials unlike with museum. 
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１.はじめに
広く社会福祉事業に関わる過去の記録の存在は、この
分野の位置付けを確認すべき歴史研究においては必須で
ある。特に写真や映像といった視覚的な情報は、他者に
対して提示するべきイメージとして極めてインパクトの
強い媒体である事は疑いない。
実際、よく知られている石井十次関連資料のように視
覚的情報が遺存している事は、彼の持っていた崇高な理
念をも現代において客観的に評価出来るのにつながって
いる。恐らく同様の資料の存在は各地に古い施設として、
さらに利用者の記録として遺されていると考えられるも
のの、個人に関わる情報を含んでいるという制限もあり、
公表され難い性格を持つ。特に児童福祉施設については、
第二次大戦前後までは優生思想の影響を受けた記録情報
も存在する可能性もあり、なおさら配慮が必要となるだ
ろう。
資料の歴史的重要性からなる公開の必要性と個人に関
わる情報の守秘とは、相反しながらも双方が確立されて
いかなければならない。文化資源の保存というスタンス
からは、内容は確認出来なくとも資料に関する情報の存
在・有無が明らかであるかどうかだけで、突発的な災害
のように資料が何らかの条件で保管された状態から動か
さざるを得ない場面に遭遇しても、保存・救済に向けた
対応を取る事が可能となろう。
本論では児童福祉施設の昭和初期における記録とし
て、大阪府柏原市にある武田塾資料の劣化状況を確認す
る。こうした児童福祉施設関連の記録資料は、存在が確
認されていなかったり重要性が不認識であったりする事
が多いが、公開・非公開に限らず、施設が存在する限り
は過去の業務文書として資料の保存管理が行われている
ケースが多い。
だが過去の業務記録を保存管理するか廃棄するかは、
記録を保有している組織・機関に委ねられているのが実
情である。特に民間の施設の場合では、近年の記録であ
れば行政の指導によって一定の基準に従った管理がなさ
れていると考えられるものの、第二次大戦以前の時期の
ような古い管理記録は、フォーマットが現在とはかなり
異なるケースが多く、不明な点も多い。
本論では施設で保管されていた昭和初期の写真資料の
劣化状況を確認する事から、これら古い記録を保存する
事の重要性について考察していく。
なお、本論については、１・３を山内が、２を石田が執
筆し、４については山内・石田が協議の上共同で記述した。
２．武田塾資料について
「武田塾」は、現在の大阪府立修徳学院の前身である
修徳館館長であった武田慎治郎・ヒサ夫妻が、小規模な
家庭的感化施設の必要を痛感し、私財を投じて設立した
児童養護施設である。最初の入塾生を迎えた大正1 5
（1 9 2 6）年1 1月4日が創立の日とされている。武田慎治
郎は明治元（1 8 6 8）年、福井県丹生郡島寺村（現福井
市）の生まれ。昭和初期において「感化法改正運動の中
心的な担い手であり、彼の存在なくして少年教護法は存
在しなかった」（藤原2 0 0 8）とされる人物であり、少年
教護法成立に非常に大きな役割を果たした。しかしなが
ら先行研究に乏しく、ようやく近年になりその業績を評
価する研究が進展している。
筆者のうち石田が武田塾、そしてその所蔵資料と関わ
る端緒となったのは、平成1 0年5月から2カ年にわたっ
て大阪府教育委員会が国庫補助事業として実施した、大
阪府近代和風建築物調査においてであった。大阪府内に
おける近代和風建築の所在確認調査と価値評価を行い、
報告書を作成して文化財保存対策策定の基礎資料とする
ものである。柏原市に所在する建築物を巡検する中で、
ＪＲ西日本高井田駅に隣接する柏原市高井田669番地の
洋館風の木造建築物である同施設を調査するに至った。
武田塾には創立時に建築された木造2階建洋館風建物
の本館のほか、昭和1 1（1 9 3 6）年建築の木造スレート
葺き2階建ての積善館が存在し、昭和6 0年以降急激に景
観が変化した高井田地区にあって、郷愁を帯びた独特の
雰囲気を醸し出していた(写真1)1)。
施設の中心的な建築物である本館は、1：大正1 5
（1 9 2 6）年の建築である、2：建築時の原型を留める、
3：八尾柏原地域では最後とも言われるほど木造として
は大型である、といった3つの点が大きな特徴であり、
希少価値の高い建物であると評価され、近代和風調査の
所在調査の後、2次調査の対象物件にもなった2)。
しかしながら大阪府の調査の実施時において、施設そ
のものの移転がすでに決定しており、当該建物の解体撤
去は避けられなかった。そこで関係者と建物の処遇につ
いての協議や調査の実施について調整した後、将来的な
活用のための記録化を目的とし、平成1 1年度に柏原市
教育委員会が「建造物詳細調査」として外観や内部の詳
細な写真、精緻な図面等を作成する調査をまず実施した
(柏原市教育委員会2 0 0 0 )。施設はその後の平成
1 1 ( 1 9 9 9 )年8月に移転し、建物は同年9月に解体撤去さ
れ、73年間に及ぶこの地での使命を終えたのである。
このように建物の記録を作成しながら内部を調査する
にあたって、質量とも目を見張るばかりの所蔵資料の存
在を知る事となった。これらについては同塾から柏原市
教育委員会へ寄贈あるいは寄託を受け、教育委員会側で
内容把握のための整理を行った。
以下、資料の内容を確認する。
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写真１　旧武田塾本館
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塾に関わる書類の総数は4 2 0点を数え、日誌・金銭出
納簿・台帳・名簿・塾舎建築の見積書・設計書・契約書
の一切の建築書類等、塾の歴史を物語る内容であった。
中でも日誌は武田が修徳館の館長に就任した大正
2 ( 1 9 1 3 )年1 0月8日から昭和1 1 ( 1 9 3 6 )年12月3 1日まで、
ほぼ欠かす事なく綴られている。この日誌を読み進めて
いく事により、武田塾創設の経緯や塾の日常生活、来訪
者や郵便物の出入り、所在する高井田地区の情景等が具
体的に把握出来る。建築書類は旧館、厚生館、積善館を
建てるにあたって交わされた契約書等である。建物の細
かな仕様や使用木材の寸法や材質も詳細に記され、設計
図も添えられている。
図書は1 3 0 4点。児童養護や社会事業をはじめとする
福祉関連の書籍が多く、大正から昭和初期の雑誌には武
田が寄稿した論文も掲載されている。その他、教育書・
文学全集・児童書・和本等々、その充実ぶりに精神面の
訓育上、先人の業績を尊重しそれに学ぶ事を重視する武
田の強い教育姿勢、生活訓を伺える。
生活道具には武田夫妻の愛用品や塾創立時の物品備品
を主とする。「衣」に関わるものとして、卓上ミシン・炭
火アイロン・伸子張り用具・折り畳み式や差込式の衣紋
かけ・くけ台・山高帽と専用のケース・杖・傘、「大連
磐城ホテル」などのステッカーが貼られたトランク・ブ
リキ製の衣装箱、等々。「食」に関わるものとして、昭和
1 6年7月1 1日に1円3 0銭で購入した氷削器・ところてん
突き・飯びつ・膳・小皿や椀等の食器・銀製スプーン
等々。さらに、「住」に関わるものとして、桐製や陶製の
火鉢・炭入れ・陶製の湯たんぽ等の暖房器具があった。
また嗜好品や娯楽用品としてカメラ(海鴎：S e a g u l l、
中国製で新しいもの)・1 6ミリ映写機・幻灯機・レコー
ド盤及びレコード箱、手回し蓄音機等の映像音響機器や、
昭和9年1 2月3 1日に三越で9 5銭で購入したという記録
があるコリントゲームや子供用のビリヤード台等々。さ
らに阪急百貨店や三笠百貨店(近鉄百貨店の母体)の包装
紙、大軌百貨店(現　近鉄百貨店上本町店)の進物用菓子
箱も残され、枚挙にいとまがない。
これらでさえ、その質の高さや量の豊富さに驚くべき
所があるが、それ以上に目を見張ったのは画像資料の多
さであった。
プリントされた写真は台紙に貼られた大判のものから
密着焼き付けまでを含めて6 3 7点を数える。明治2 0年
代半ば頃から昭和初期にかけて撮影されたものを中心と
し、武田塾の日常風景、武田塾が所在する柏原の近代、
特に大正末期から第二次大戦期までの情景を多く捉えて
いる。さらに武田を初めとする塾関係者の交友関係の広
さを物語るかのように少年教護に関わる人物、全国各地
の近代の情景を写す写真がこれもまた多数あり、非常に
興味深い。
その例として、一つは「大阪松屋町　田中写真館」撮影
による「高級貸自動車　糸山自動車部」店舗の写真がある
が、これは今で言うところのレンタカー事業の初原期を写
すものである。看板に記された電話番号から現在の兵庫県
西宮市に所在していた事がわかるが、現存はしない。
次に私立岐阜病院の門に立つ佐々木曠。写真裏面には
「佐々木曠ノ住宅」と墨書がある。佐々木曠は東京医学
校で北里柴三郎と同期であり、岐阜県病院院長や県立医
学校校長を歴任し、退職後私立岐阜病院を開設した。経
歴からして岐阜県医学史上非常に重要な人物とされる。
また「佐々木曠一家」・「明治四十一年頃ノ影」と記さ
れた写真もあり、前者の写真の被写体である私立岐阜病
院の中庭の木の前で撮影されたものである。いずれも岐
阜市内に現存する「瀬古写真館」の撮影による。
さらに台紙に「越前鯖江町恵美館」・「明治丗(空白)
年」と記された、軍服を着た若い人物の写真がある。武
田慎治郎との関連は不明で、現在も調査中である。人物
の右肩章に「3 6」の数字が見えることから、越前鯖江
町(現福井県鯖江市)に置かれていた日本陸軍歩兵第3 6連
隊に所属する兵士であろう。「恵美館」は現在も鯖江市
において恵美写真館として営業されており、この写真が
撮影された旧店舗は国の登録有形文化財になっている。
写真については、情報の中心である被写体の人物や風
景に見入るほど心を奪われたが、プリントが貼付された
台紙に記された数々の写真師や写真館の名にもまた興味
を持つ事となった。プリントは厚手の台紙に貼られるこ
とが多い。台紙のプリント貼付面の一角にはサイン状の
刻字があったり、また裏面には装飾的な図案が印刷され、
それぞれが個性的にデザインされている。明治中期以降、
東京、大阪や地方都市で起業し活動していた著名な写真
師、写真館の名が所蔵資料に散見される。
被写体となった依頼者と写真師との関係が単にサービ
ス提供での契約を仲立ちにしていたとしても、写真師に
グレードあるいはステータスが付与されていたのなら、
依頼者にもそれに見合うステータスが備わっていた事は
想像に難くない。写真師の技術者としての評価に被写体
を投影する事も出来、さらに識者との親交を有するとい
う点で、撮影を依頼した写真所有者(ここでは武田)の社
会的ステータスをも類推する事が出来る。
種板と呼ばれる、ネガフィルムにあたるガラス製乾板
は1 0 3点を数える(写真2・3 )。入塾者の個人調査票(台帳)
に添付するのであろうか、受け入れ児童の個人写真が主
である。特徴的なのは、「撮影対象である児童を正面－
両側面－背面からそれぞれ撮影している点であ」り、「撮
影年代については今後の検討を必要とするが、こうした
撮影方法は、感化院という施設で児童を受け入れるに際
して、感化の必要性を有する『要感化児童』には欠陥が
形態的特徴に現れる、という当時の認識を表出したもの
と理解出来る」 (加藤・山内・橋本・石田　2 0 0 3 )。 今
回、このガラス製種板について劣化状況の調査を行った。
映像用の1 6　フィルムは4本ある。『武田塾の全景』
( 6分4 8秒)は入塾風景に始まり、学習、食事、農作業、
遊び等、塾の一日の光景である。単なる記録だけでなく、
今で言う施設紹介のプロモーション用として撮影された
ものであろう。撮影は武田と親交があったと推定される
天川春吉による。日誌の来訪者欄には天川の名が幾度と
なく記載されている3)。
『細田氏出帆』( 2分3 0秒)は修徳館の教師であった細田
たけの渡米出航風景である。武田の日誌の「昭和4年5
月8日」には「朝6時半に塾を出発し、神戸港まで見送
り」の記述がある。甲板上で細田らしき人物と見送りの
人々ひとりひとりが言葉を交わす姿が収められている。
船上と岸壁の人々を結ぶ紙テープが舞う中、日本郵船の
春洋丸が神戸港の岸壁を離れていく。
『不染会茸狩』( 1分2 3秒)では、男性約1 0人が山に入
り、茸を両手いっぱいに抱えている。山中に設けられた
テントの下で鍋に舌鼓を打ち、酒も入り歌も出て、上機
嫌の様子が伺える。日誌にも茸狩りの記述は何度かある
が、具体的な日時、撮影地は不明である。
『劇映画　高山彦九郎』( 4分5 3秒)は江戸時代後期の尊
王論者高山彦九郎のエピソードを教材として使用したも
のである。キャストやスタッフとして「高山彦九郎　片
岡京十郎」・「森嘉膳　船井莊輔」・「編輯　賀古残
夢」・「撮影　田中十三」・「現像焼付　伊藤富一」の
名前がみられる。
絵はがきは1 9 5種9 6 5点を、地図は2 3点を数える。武
田は地方への会議や講演に頻繁に出向いており、その際
に旅行先で集めたものであろう。都市計画や戦災、自然
災害により、当時とはその姿を大きく変えた都市の地図
もあり、絵はがきとともに、都市の移り変わりの様子を
知ることが出来る4)。
これら所蔵資料については平成1 1年度に寄贈寄託を
受け、現在も整理作業を継続中である。まずは具体的な
事象の把握を目的とした事から、2 3年間の日誌のデー
タ入力を主に進め、併せて金銭出納簿のデータ化、そし
て武田の交友関係の把握のために名刺、書簡の整理を行
ってきた。基礎的な作業で整理されたデータはそれを専
門とする研究者により有効活用されている(藤原2008)。
３．写真資料の劣化状況について
種板資料は全部で1 0 3点あり、すべてはガラスを支持
体としたゼラチンのネガである。サイズはキャビネ版
( 1 6 3 . 5 m m×11 9 . 5 m m )が1点ある他は、残り1 0 2点全
てが手札版( 1 0 7 m m×8 2 m m )である。内容を含めた撮
影の技術的な点を考慮すると、キャビネ版のものはプロ
フェショナルの写真師によって撮影されたものであると
推測出来る。
写真の劣化状況として確認されるケースには、銀ゼラ
チンが酸化する事により発生するミラーリング(銀化、
写真2 - 4 )、資料保存環境のうち湿度の高い状態において
発生するカビの他(写真2 - 3 )、将来的にカビ発生の原因
ともなりうる指頭圧痕に付着した油脂(写真3 - 1 )、その
他ゼラチンや支持体の汚損が主な原因としてある。
従って資料に発生しているこれら劣化要因を現状にお
いて確認しておく事は、今後の劣化進行状態を予測し、
保存環境を整備する上で不可欠の情報となる。
そこで今回は資料の劣化状況をランク分けし、資料毎
の劣化要因頻度の分類を行ってみた。
劣化状況はAからEまでの5つのランクを設定した。
それぞれのランクは、 A =「5 0 %以上の劣化」・B =
「2 5 %以上の劣化」・C =「1 0 %以上の劣化」・D =「1 0 %
以下の劣化」・E =「5 %以下の劣化」である。これらの
ランクは便宜上設定したものである。
また、劣化要因については、ミラーリング・カビ1 (カビ
により変色した状況)・カビ2 (カビによりゼラチンが穿孔し
ている状況)・剥離(資料の汚損や経年変化によりゼラチン
が変形・剥離した状況、写真2 - 1・2 )・指等の油脂痕(資料
に素手で接触する事から発生するゼラチンに残った指頭圧
痕、写真3 - 1 )・支持体欠損(ワレ・カケといった物理的に
支持体が損傷した状況)の6種に分類した。
これらを肉眼観察により確認した結果が、上記の表であ
る。全体的な傾向としては劣化ランクEの状況の資料が多
いが、ほぼ全ての資料で何らかの劣化が進行している。
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表　資料毎の各劣化状況傾向
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このグラフからは劣化ランクの高いAにおいて確認出
来るのはカビ1の発生状況が多い点( 5 4点)、さらにミラ
ーリングがそれに次いで進行している点( 2 7点)である。
ミラーリングはランクB ( 4 0点)にピークがあり、ランク
C(31点)でも資料全体の点数の1/3近くを占める。
ミラーリングは酸化しやすいネガの縁辺部分から発生
し、中央部分に進行していく事が多いが、本資料群もそ
うした傾向にあった。
一方、カビの場合はゼラチン縁辺部から侵食する場合
と、部位には無関係に中心部やさまざまな部分に侵食す
る場合とがある。縁辺部から発生するカビの場合、酸素
と同様に水分が縁辺部から供給されているものと推測出
来るが、特に中心部から発生する場合については理由は
定かではない。
ランクD ( 4 0点)・E ( 5 1点)で多い剥離はゼラチンの経
年変化と取り扱いにおける損傷によるものとがある。後
者と同様の理由では、ランクEにピークがある油脂痕
(69点)・支持体欠損(97点)がある。
注意しながらも、写真をどうしても素手で取り扱わな
ければならない状況も可能性としてあり、また、移動に
よる振動・落下による衝撃といった要因で支持体が欠損
してしまうのは、長い年月の間では免れない事態である。
従ってこれら資料に油脂痕・支持体欠損が観察されたと
しても、ここで示したように劣化ランクが低く、個体の
劣化程度そのものが低いものが大多数であるのならば、
それは経年変化と同様に避けられない資料へのストレス
であると考えられよう。
一方で、ミラーリング・カビといった劣化要因のラン
クが高い資料が多い点については、温湿度を主要因とす
る資料の保存環境に本質的な原因が求められる。すなわ
ち、これらは環境管理によっては回避する事が可能な、
施設そのものの状況に原因が求められる劣化なのであ
る。もちろん、施設環境管理には相応のコストが求めら
れる訳であるから、回避可能とは言いつつも現実的な処
理・対応が行われるべきであろう。特にミュージアムや
図書館とは異なり、資料、さらには情報を恒久的に保
存・管理する事でさまざまな分野からの活用に応じる機
能であるアーカイブを二義的な役割に置いている機関・
組織では、資料の保存環境が必ずしも良好ではないし、
資料保存に適したハンドリングが為されているとは限ら
ない。こうした状況を改善していくには、専門家による
適切な保存環境管理の指導が必要なのであろうが、なる
べく時間的・人的ないしは金銭的なコストを必要としな
い最低限の方法を考慮した普及啓発が求められる。
資料を個々に観察すると、取り扱い回数が多いものと、
恐らくそうではないものとが確認される事がある。もち
ろん取り扱い回数が多い理由は、記録された画像が利用
者にとって有用な情報を持っているからであり、印画紙
にプリントしたりネガを確認したり等が多々あったであ
ろう事は容易に理解出来る。
例えば写真3の資料は取り扱いについて特徴的であ
る。この資料が他と大きく違う点が、他の資料が全て手
札版であるにもかかわらず、この資料のみキャビネ版で
記録されている点であり、さらにまた、記録された人の
顔の部分にニスが塗られているのも大きな特徴である。
顔部分にニスを塗るのは、感度の低いネガを使っていた
時代のトリミング技術としてよく行われていた手法で、
黒っぽくなってしまう人間の肌をこの方法で明度を高く
していた。このような他とは異なった取り扱いから、こ
の写真は武田塾関係者の撮影と考えるよりも、技術を持
った写真師により実施されたと考えられる。そしてこの
写真を他の写真と比較すると、油脂痕跡が多いのがわか
る。すなわち、利用された機会が多かったという事がこ
こから理解出来るのだ。
こうした利用頻度の差が資料に痕跡として遺されてい
る場合は、資料に対するストレスが加えられている可能
性がある点も同時に勘案しなければならない。
４．おわりに
武田塾所蔵資料については、その豊富な生活資料を中心
とした物品類の中で、特に資料保存の重要性を意識させ、
着目させるべき対象となったのは、多量の画像資料の存在
である。写真を含む画像資料へのこれほどの興味の高まり
は想像だにできなかった。筆者らはここに紹介した武田塾
所蔵資料に接することを契機として、その後の職務におい
てまた個人的な研究志向においても、個人・商店などが所
有する近代に撮影された写真類の整理・調査を行う機会が
格段に増した。所有者自身やその先代親族が撮影した風
景、親戚関係や親交のあった人々とのやりとりで入手した
肖像写真等々、その対象は多種多様である。時として見入
ってしまい、作業の手が止まることもある。撮影者・被写
体者への感情移入を圧し殺そうとはするものの、あらゆる
想像力を掻き立ててくれる。
写真に文化財的資料価値を与えようとする昨今、撮影
者・被写体者あるいは所有者とは何ら関係のない観察者
が、撮影者の意図とは異なる情報の読み取りをする。そ
の場合、一枚一枚の写真に包含される情報は単に撮影者
が意図した題材中心の情報に留まらない。撮影者によっ
て切り取られた歴史上の一瞬の情景には計り知れない情
報量がそこにはある。そして写真画像が内包する多様な
情報の読み取り能力の向上もさることながら、資料保存
という点において、写真技法、素材の的確な把握が不十
分となれば適切な保存方法を講じることができず、貴重
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１：上半身側面 ２：上半身前面
３：不明
４：上半身前面
※１・２は加水分解によりゼラチン縁辺部が変形・剥離
している状況。3はカビによって像が侵食されている。
4は銀(ミラーリング)による像の劣化。
なお人物等の詳細については不明である。
写真２　劣化している状況にあるガラス製乾板
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な情報を一瞬にして失うこともあり得る。
写真資料には「いつ」・「どこで」・「誰を」・「何
を」撮影したものか記されているものが多数ある。それ
はここにおいては武田の行動記録を示すものであり、さ
らに被写体である人物を通して当時の風俗を知り、また
周囲の景観の時代設定が容易にできる貴重な記録であ
る。結果として情報読み取りの意図が異なる事があろう
とも、その前提で日時・場所・対象の情報等、写真に記
されたテキストは非常に貴重なものである。また写真と
ともに日記、手紙等、一つのまとまりを持った文字情報
の関係資料が伴えば、一括資料としての重要性がより高
まる。武田塾所蔵資料はその点において各資料間の関連
が濃密で充実しており、相互に情報の裏付けを行えるも
のである。
写真はこうした多様な情報を有しているが、それが省
みられるための絶対的な条件として、複製ではないオリ
ジナルの資料が保存されている事が必要であるのは言う
までもない。しかしながら、アーカイブを第一義的な目
的としていない機関においては、必ずしもこの条件が整
備されている訳ではない。例えば公共団体においては情
報保護制度の整備が進んできたものの、多くは資料の電
子情報化と個人情報の保護に注意が注がれている。この
状況においては資料の電子化と同時にオリジナルの破棄
が進み、さらに開示されない事によって情報そのものの
存在が知られなくなってしまう可能性もある。
公文書については国及び都道府県レベルでは文書館の
整備が進められてきたが、最も地域性が強く、個々人に
関する記録を有している市町村クラスの公共団体におい
てはこうした施設整備がなかなか困難な情況にある。
文書管理については行政でも必ずしも理想的な状況にあ
るとは言えず、従ってさらに規模の小さな公益・私益事業
施設については、文書を含めた様々な資料が経年廃棄され
てしまっていたり、良好とは言えない保存環境に置かれて
いたりする可能性も高い。情報の恒久的な保存は、その資
料が将来本来的な利用とは異なった新たな価値を帯びて活
用される事をも視野に入れて行われるものであるが、年月
を追って増加・蓄積される傾向にある情報を管理するには、
施設単独で行うには困難な側面が多い。
児童福祉施設、広く社会福祉に関連するさまざまな機
関・施設に分散するこうした歴史的な価値を帯びる可能
性のある情報について、少なくとも一括管理出来るよう
な仕組みを考えていくべき時期なのではないだろうか。
註
１）この2棟の他、昭和8 ( 1 9 3 3 )年建造の木造スレート
葺平屋建ての厚生館もかつて存在していたが、老朽
化に伴い昭和5 0 ( 1 9 7 5 )年に解体撤去された。しか
し他方では、焼失したとも伝聞する。武田慎治郎、
ヒサ夫妻の諸資料に比して第2代理事長となった武
田きしの資料がほとんど皆無に等しいのは、厚生館
に保管されていたが建物と供に焼失した事によるも
のとされる。
２）この調査は段階を追って対象物件が選別され、まず
名称・所在地・種類等を整理し、外観写真を添付し
た基礎調査票の作成を目的とした、いわゆる悉皆調
査の性質を持った基礎調査( 1次)を実施し、約4 , 0 0 0
の物件を取り上げた。その後、調査委員会において
個別調査候補として3 5 5件が選定( 2次)され、沿
革・構造概要・内部写真等の記録が作成された。最
終的な詳細調査( 3次)の対象は7 0件に絞られ、より
詳細な調査が実施された後、その成果は報告書とし
て公開されている。
３）1 6 m mフィルムからV H S ビデオテープへのダビン
グは、ドキュメンタリー工房(大阪市北区)のご厚意
により無償で行うことができた。映像の一部は平成
1 1年1 2月2 4日、朝日放送の深夜番組『映像タイム
トラベル』で放映された。
４）かつて筆者石田は信貴山の絵はがきを分析し、信貴
山寺と周辺地の風景の移り変わりから参詣方法の変
化とその適応について論じた(石田2 0 0 3 )。信貴山
は生駒山地南端にある標高4 3 7 mの山で、聖徳太子
が物部守屋討伐の祈願のためここを訪れ、寅の年、
寅の日、寅の刻に現れた毘沙門天の加護により勝利
を得たことから、毘沙門天像を祀り「信ずべき、貴
ぶべき山」と名付けたとされる信仰の地である。
引用・参考文献
石田成年( 2 0 0 3 )「信貴山の風景」『柏原市立歴史資料館 館
報 』第15号p54-66
柏原市教育委員会( 2 0 0 0 )『建造物詳細調査概報－武田塾
木造塾舎－』
加藤里美・山内利秋・橋本陽子・石田成年( 2 0 0 3 )「短報
武田塾所蔵の写真資料について」『平成1 4年度　國學院大
學学術フロンティア構想 劣化画像の再生活用と資料化に
関する基礎的研究 事業報告』國學院大學学術フロンティ
ア事業実行委員会 p.44-46
社会福祉法人武田塾( 1 9 8 7 )『共に在る－武田塾六十年の
あゆみ－』
社会福祉法人武田塾( 2 0 0 6 )『共に育む－創立8 0周年記念
誌－』
藤原正範( 2 0 0 8 )『近代日本における不良の子どもに対する
施設処遇の展開－武田塾の研究－』(日本福祉大学大学院
社会福祉学研究科社会福祉学専攻博士後期課程博士論文)
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写真３　武田塾での授業風景
九州保健福祉大学研究紀要 11：29 ～36，2010
